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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
診
療
報
酬
上
の

特
例
等
が
随
時
厚
労
省
か

ら
発
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
本
年
４
月
１
日
以

降
、
取
扱
い
が
変
更
と
な
る

も
の
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し

ま
す
。

乳
幼
児
感
染
予
防
策 

加
算
終
了

全
て
の
6
歳
未
満
の
乳
幼
児

が
対
象
と
な
る
乳
幼
児
感
染
予

防
策
加
算
（
医
科
50
点
、
歯
科

28
点
）
は
本
年
3
月
末
に
終
了

予
定
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
料
（
委
託
）

引
き
下
げ

現
在
１
３
５
０
点
で
算
定
し

て
い
る
「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
─
Ｃ
ｏ
Ｖ

─
２
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
）

核
酸
検
出
（
検
査
委
託
し
た
場

合
）」
と
「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
─

Ｃ
ｏ

Ｖ
─
２
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
核

酸
同
時
検
出
（
検
査
委
託
し
た

場
合
）」
は
、
本
年
４
月
１
日

以
降
は
７
０
０
点
に
引
き
下
げ

と
な
り
ま
す
。

診
療
・
検
査
医
療
機
関

の
発
熱
外
来
で
疑
い
患

者
診
療
時
の
加
算
終
了

都
道
府
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
表
さ
れ
て
い
る
診
療
・
検

査
医
療
機
関
が
新
型
コ
ロ
ナ
疑

い
患
者
を
診
療
検
査
対
応
時

間
内
に
外
来
診
療
し
た
場
合
に

算
定
で
き
る
「
二
類
感
染
症
患

者
入
院
診
療
加
算
（
外
来
診

療
・
診
療
報
酬
上
臨
時
的
取

扱
）（
２
５
０
点
）」
は
本
年
３

月
末
に
終
了
予
定
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
関
連
Ｑ
＆
Ａ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
特
例
の
中
か
ら
ご
質

問
の
多
い
事
項
を
以
下
Ｑ
＆
Ａ

形
式
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
石
川
県
保
険
医
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
協
会
ニ
ュ
ー
ス
」

（https://ishikaw
ahokeni.

jp/blog/

）
で
は
厚
労
省
よ
り

新
た
な
特
例
が
出
さ
れ
た
場
合

に
い
ち
早
く
情
報
を
載
せ
て
お

り
ま
す
。

Ｑ
１
．
院
内
ト
リ
ア
ー

ジ
実
施
料
は
訪
問
診
療

や
往
診
を
行
っ
た
場
合

で
も
算
定
で
き
る
か
。

Ａ
１
．
算
定
で
き

ま
す
。

Ｑ
２
．
院
内
ト
リ
ア
ー

ジ
実
施
料
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

確
定
し
た
後
で
も
算
定

で
き
る
か
。

Ａ
２
．
算
定
で
き

ま
す
。

Ｑ
３
．
特
例
で
は
「
二

類
感
染
症
患
者
入
院
診

療
加
算
」
と
い
う
名

称
の
加
算
が
複
数
あ

る
が
、
同
じ
加
算
な

の
か
。

Ａ
３
．
新
型
コ
ロ
ナ
特
例
で
は

「
準
用
」
と
い
う
立
法
技
術
に

よ
り
名
前
と
点
数
を
借
り
て
、

新
た
な
加
算
を
創
設
す
る
と
い

う
こ
と
が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
算
定
要
件
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
名
前
は
同
じ

で
も
全
く
別
の
加
算
と
お
考
え

く
だ
さ
い
。
外
来
で
算
定
で
き

る
二
類
感
染
症
患
者
入
院
診
療

加
算
は
表
の
通
り
で
す
。

2022年 1 月25日付で厚労省より事務連絡「令和 4 年度における指導監
査等について」が発出された。現状、新型コロナウイルス感染症の収束
が見込めず、2022年度の指導・監査の実施についてもイレギュラーな対
応となる見込みである。実施にあたっては各厚生局において関係団体と
調整の上行われる。以下、厚労省事務連絡より抜粋し掲載する。

（1）集団指導（指定時、更新時、登録時）
実施する。なお、eラーニングによる実施を原則とするが、地域の

実情に応じ、集合形式での開催も可能とする。
（2）集団的個別指導

集合形式により実施する（感染状況により資料配付、動画配信も
可）。

なお、令和 4 年度に集団的個別指導を受けた保険医療機関等につい
て、指導大綱等に規定する選定基準に該当する場合は、令和 6 年度に
高点数を理由とする個別指導の対象とするが、実施にあたっては、令
和 5 年度の状況を見極めた上で実施の可否を判断する。

（3）個別指導
指導大綱に基づき実施する。ただし、高点数の保険医療機関等に対

する個別指導は実施しない。
（4）新規個別指導

教育的指導の観点から、全て実施する。令和 2 年度、令和 3 年度の
未実施分については、令和 4 年度中の解消に努める。

（5）監査
実施する。

（6）適時調査
実地での調査を実施する。
なお、返還事案が発生した場合の遡及は、原則自己点検を行った令

和 3 年 7 月以降を対象とする。ただし、自己点検で否となった場合
や、基準を満たしていない場合等、自己点検報告が虚偽であることが
判明した場合は事実に基づいて返還を求める。

2022年度の指導・監査の
実施方針が示される

新点数検討会にご参加の皆さま
医科・歯科  参加申し込みは締め切りました。なお、人数や会場の変更がある場合はお早めにお
知らせいただきますようお願いいたします。
医科のみ   3 月11日（金）までにお申し込みいただいた医療機関には、 3 月18日（金）以降に「入場

整理券」をお送りします。検討会当日に受付にお渡しください。「入場整理券」が届かない場合は
保険医協会までご連絡ください。

生
物
の
生
存
・
繁

栄
は
地
球
環
境
や
人

間
の
活
動
の
絶
妙
な

バ
ラ
ン
ス
の
上
に

成
り
立
つ
と
い
う 

▼
30
年
ほ
ど
前
、

『
フ
ィ
ン
チ
の
嘴
』
を
読
ん

だ
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
に
生

息
す
る
小
型
の
鳥
・
フ
ィ
ン
チ

は
、
餌
が
気
候
変
動
に
よ
り
大

き
く
変
化
す
る
こ
と
で
淘
汰
の

圧
力
が
か
か
り
、
結
果
的
に
ク

チ
バ
シ
の
形
状
が
短
期
間
に
進

化
す
る
と
い
う
。
種
の
保
存
の

パ
ワ
ー
は
す
ご
い
▼
あ
る
カ
メ

は
乾
季
の
時
だ
け
に
現
れ
る
川

の
砂
地
に
卵
を
生
む
が
、
地
球

温
暖
化
に
よ
っ
て
雨
季
が
早
ま

る
と
孵
化
の
前
に
砂
地
が
水
没

し
、
窒
息
死
す
る
と
い
う
。
種

の
存
続
の
危
機
だ
。
ま
た
、
ア

フ
リ
カ
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
・
ゴ

ロ
ン
ゴ
ー
ザ
国
立
公
園
で
は
牙

の
な
い
メ
ス
象
が
増
え
て
い
る

と
い
う
。
牙
の
遺
伝
子
は
Ｘ
染

色
体
に
あ
り
、
Ｘ
染
色
体
を
1

つ
し
か
持
た
ぬ
オ
ス
は
異
常
が

あ
る
と
生
き
ら
れ
な
い
が
、
メ

ス
は
牙
を
な
く
し
て
も
残
り
の

Ｘ
染
色
体
が
命
を
つ
な
ぐ
。
結

果
的
に
、
牙
を
失
っ
た
メ
ス
象

の
ほ
う
が
人
間
の
象
狩
り
か
ら

逃
れ
や
す
い
の
だ
と
い
う
。
悲

し
き
種
の
存
続
だ
▼
フ
ィ
ン
チ

の
嘴
や
川
カ
メ
の
例
は
人
間
の

活
動
と
は
無
縁
だ
と
目
を
逸
ら

せ
て
も
、
牙
を
な
く
し
た
象
の

例
は
ど
う
だ
ろ
う
？　

野
生
動

植
物
の
世
界
だ
け
で
な
く
、
人

間
で
も
繁
栄
を
手
に
し
た
先
進

国
と
こ
れ
か
ら
発
展
を
目
指
す

国
々
の
間
で
、
淘
汰
の
圧
力
が

生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
人
間
は
地
球
生
物
・
地

球
環
境
に
、
そ
し
て
互
い
に
、

も
っ
と
敬
意
を
払
う
べ
き
だ

ろ
う
。

金沢会場

七尾会場

新点数運用説明会
科医

2022年4月24日（日）10：00～12：00

石川県地場産業振興センター
本館・大ホール

と  き

ところ

2022年4月24日（日）14：00～16：00

矢田郷地区コミュニティセンター
2階・視聴覚室

と  き

ところ

※詳細・申し込みは同封の案内チラシをご覧ください。

①	二類感染症患者入院診療加算
（電話等診療・臨取）（重点措置）
（500点）

都道府県のホームページに公表さ
れている診療･検査医療機関等に
おいて、2/17以降まん延防止等
重点措置期間中に、新型コロナ患
者を電話・オンライン診療

②	二類感染症患者入院診療加算
（電話等初再診料・診療報酬上
臨時的取扱）（250点）

①以外の場合で新型コロナ患者を
電話・オンライン診療

③	二類感染症患者入院診療加算
（外来診療・診療報酬上臨時的
取扱）（250点）

都道府県のホームページに公表さ
れている診療･検査医療機関が新
型コロナ疑い患者を診療検査対応
時間内に外来診療

�

４
月
以
降
に
変
更
さ
れ
る
取
扱
い

新
型
コ
ロ
ナ
診
療
報
酬
特
例
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保険医休業保障共済保険
全国の会員の皆さまからのご要望にお応えし、
2022年8月1日から制度が改善！

入　　院 免責５日　→　免責０日（１日目から給付）
自宅療養 免責５日　→　免責３日（４日目から給付）

●入院・自宅療養ともに一律５日間となっていた免責日数が、入院の場合は０日、自宅療養の場合は３日に短縮することとなり、短期の休業の際にもご活用い
ただきやすい制度となります。
●なお、制度改善の適用は本年8月1日からとなります。7月までの休業は現行制度のとおり、5日間の免責（６日目から給付対象）となりますこと、ご承知おき
ください。
●本制度改正による拠出金（保険料）の変更はありません。

要保護児童対策地域協議会という言葉を聞いたことはありますか?　長
いので、略して要対協（ようたいきょう）と呼ばれています。

要対協は、虐待を受けている子ども（要保護児童）、養育に支援が必要
と市町が判断した子ども（要支援児童）とその家族、または支援が必要な
妊婦（特定妊婦）に対し、関係機関や地域全体で連携し支援するネット
ワークを指します。①支援のために必要な情報の交換　②支援に関する協
議　が要対協の役割です（児童福祉法第25条の 2 ）。

虐待通告や相談を受けると、私たち市町担当者は様々な角度からそのご
家庭に必要と思われる支援を検討します。担当者が定期的に面会し保護者
と信頼関係を構築するとともに、孤立した子育てをしているご家庭なら入
園や子育て支援センターをご紹介しますし、貧困と思われれば生活困窮支
援担当者に繋ぎます。DVが疑われれば当事者と相談しその相談担当者や
警察などにも協力を依頼します。そうして地域にある資源を活用していく
のですが、ある担当者に繋いだことで安心してしまうと、時間の経過とと
もに「あっちが把握していると思っていた」というような、結局どこから
も支援を受けていない状況に陥るという事態もありえます（子ども虐待対
応のための手引き「わたしたちができること」より）。

そういった事態を防ぐために、要対協という仕組みを活用し、必要な支
援が常に子どもとその家族に届くよう、関係機関が連携し確認と協議、調
整を続けています。各市町でその調整を担当する職員を「要対協調整担
当」と呼び、様々な関係機関に対し連携依頼や調整を行う役割を担ってい
ます。

支援の中心は当然当事者です。当事者から了解を得られれば連携に特に

問題は起こりませ
ん。しかし市町と
して支援の必要性
を感じるものの子
どもやその家族か
ら関わりを拒否さ
れる、または他機
関連携に了解を得
られない場合もあ
ります。そうした
場合に備え、要対協には「構成機関内での情報共有」という考え方があり
ます。要保護児童等の適切な支援を図るために当事者の了解がなくとも要
対協構成機関の間で情報交換できるとされています。ただし構成機関はそ
のネットワークを超えて知り得た情報を漏らしてはならず（同法第25条の
5 ）、守秘義務違反には罰則が科せられます（同法第61条の 3 ）。こうした
考え方は平成16年度児童福祉法改正により導入され、職業上の守秘義務が
存在すること等から個人情報の提供に躊躇があった関係者からの情報提供
と、それによる要保護児童等の適切な保護に資することが期待されていま
す（厚生労働省ホームページより）。

医療を必要としている要保護児童等やその家族も多い中、医療機関の
方々の役割は、要対協の中で重要な位置を占めると考えます。皆様日頃ご
多忙な中とは思いますが、児童相談所や市町要対協調整担当者からの問い
合わせ等がありましたら、ぜひご協力いただければと思います。

要保護児童対策地域協議会要保護児童対策地域協議会

紙上よろず勉強会 《第21回》シリーズ

市町における児童相談②テーマ

三宅　妙子 （能美市子育て支援センター・子ども発達支援センター／臨床心理士 ）

保険医休業保障共済保険では、新型コロナウイルス感染症（疑い含む）
による休業も給付対象です。本制度で給付を受けるためには、完全に業務
を休むこと、第三者の医師の診断を受け、所定の医療証明書を提出いただ
くことが要件となっています。

そのため、新型コロナウイルス感染症の濃厚接触者（PCR検査陰性）と
なったことによる休業に関して、休業期間中に受診のない場合は給付対象
となりません。PCR検査および保健所の指示のみでの休業は給付対象外と
なります。給付を受けるためには、PCR検査を受けるだけでなく、必ず休

業期間中に医療機関に受診（※）し、所定の
医療証明書を提出いただく必要があります。

休業の際は速やかに保険医協会事務局にご
連絡ください。また給付要件の詳細やご不明
な点もお気軽にお問い合わせください。

※新型コロナウイルス感染症（疑い含む）に
よる休業については、電話・オンラインによる受診を含みます。

図　要保護児童対策地域協議会構成員の一例

新型コロナウイルス感染症となったら…
休業保障共済保険の給付対象です
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就
学
前
ま
で
に

�
％
以
上
が
罹
患

“
小
児
の
中
耳
炎
”
と
い
え

ば
…
【
急
性
中
耳
炎
】
が
真
っ

先
に
思
い
浮
か
ぶ
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
、
し
か
し
、
も
う
一

つ
、
小
児
に
多
い
中
耳
炎
が
あ

り
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
耳

炎
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
滲
出
性
中
耳
炎
で

す
。
１
歳
ま
で
に
50
％
以
上
、

２
歳
ま
で
に
60
％
以
上
、
就
学

前
ま
で
に
90
％
以
上
の
小
児
が

罹
患
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
「
鼓

膜
に
穿
孔
が
な
く
、
中
耳
腔
に

貯
留
液
を
も
た
ら
し
難
聴
の
原

因
と
な
る
が
急
性
症
状
す
な
わ

ち
耳
痛
や
発
熱
の
な
い
中
耳

炎
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
中
耳
炎
は
、
成
人

と
比
べ
小
児
に
圧
倒
的
に
多

く
、
そ
の
原
因
は
、
鼻
の
奥
の

上
咽
頭
と
耳
を
繋
ぐ
「
耳
管
」

の
形
態
が
解
剖
学
的
に
短
く
・

太
く
・
角
度
が
水
平
で
あ
り
、

か
つ
機
能
が
未
熟
な
た
め
、
鼻

か
ら
の
炎
症
が
波
及
し
や
す
い

た
め
で
す
。
特
に
集
団
保
育
を

受
け
て
い
る
子
は
感
染
の
機
会

が
多
く
、
高
リ
ス
ク
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

急
性
中
耳
炎
は
、
そ
の
名
の

通
り
、
急
性
炎
症
な
の
で
、
痛

み
が
強
く
、
時
に
発
熱
・
耳
漏

を
伴
い
ま
す
。
症
状
が
あ
る
た

め
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。
上
気

道
感
染
に
伴
っ
て
、
耳
管
か
ら

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
が
中
耳
腔
に

入
る
こ
と
が
原
因
で
起
こ
り
ま

す
。
軽
症
例
で
は
解
熱
鎮
痛
薬

で
経
過
観
察
し
ま
す
が
、
中
等

症
以
上
で
は
抗
菌
薬
に
よ
る
治

療
を
行
い
、
必
要
に
よ
っ
て
は

鼓
膜
切
開
を
行
っ
て
加
療
し

ま
す
。

一
方
、
滲
出
性
中
耳
炎
は
、

急
性
中
耳
炎
後
に
中
耳
腔
に
溜

ま
っ
た
液
が
抜
け
ず
に
そ
の
ま

ま
慢
性
的
に
残
っ
て
し
ま
う
中

耳
炎
で
す
。
ア
デ
ノ
イ
ド
な
ど

上
咽
頭
の
疾
患
が
原
因
と
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
通
常
は
痛

み
な
ど
の
は
っ
き
り
し
た
症
状

は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
耳
腔
に
液

が
溜
ま
る
の
で
、
聞
こ
え
が
悪

く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
３
カ
月
以
内
に

自
然
治
癒
す
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
気
が
付
か
な
い
程
度
の
難

聴
で
改
善
し
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
。
た
だ
、

中
に
は
言
語
発
達
に
影
響
を
及

ぼ
す
よ
う
な
難
聴
が
持
続
し
て

い
る
症
例
も
あ
り
注
意
が
必
要

で
す
。痛

み
な
く

　

 

発
見
に
遅
れ

明
ら
か
な
難
聴
を
疑
う
様
子

が
あ
れ
ば
、
周
囲
の
人
が
気
付

き
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
す

が
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
、
放

置
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
小
児

で
は
自
覚
症
状
を
自
ら
訴
え
る

こ
と
が
少
な
い
た
め
、
発
見
が

遅
く
な
る
の
で
す
。
１
歳
半
健

診
、
３
歳
児
健
診
な
ど
公
的
機

関
の
健
診
項
目
の
“
さ
さ
や
き

声
”
で
反
応
が
な
い
場
合
や
、

言
語
発
達
の
遅
れ
を
疑
う
と

き
、
さ
ら
に
、
就
学
時
健
診
な

ど
で
見
つ
か
る
ケ
ー
ス
が
多
く

あ
り
ま
す
。

耳
鼻
科
で
は
、
鼓
膜
の
所
見

の
確
認
、
鼓
膜
の
動
き
を
み
る

検
査
、
聴
力
検
査
な
ど
で
評
価

を
し
ま
す
。
鼻
所
見
と
関
連
も

深
く
、
鼻
内
の
診
察
を
し
ま

す
。
就
学
前
の
小
児
に
多
い
疾

患
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
確
な

聴
力
把
握
が
困
難
な
事
が
多
い

で
す
が
、
子
供
の
年
齢
と
発
達

段
階
に
応
じ
た
検
査
を
行
い
ま

す
。
始
語
の
遅
れ
・
語
彙
の
不

足
な
ど
の
言
語
発
達
遅
滞
、
構

音
の
異
常
を
疑
っ
た
場
合
は
、

小
児
専
門
の
言
語
聴
覚
士
の
評

価
も
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

小
児
の
日
々
の
診
療
の
中

で
、「
呼
び
か
け
て
も
振
り
返

ら
な
い
」、「
テ
レ
ビ
の
音
が
大

き
い
」、「
他
の
子
と
比
べ
て
言

葉
が
遅
い
・
発
音
が
悪
い
」
な

ど
の
保
護
者
か
ら
の
ち
ょ
っ
と

し
た
相
談
が
あ
れ
ば
、
も
し
か

し
た
ら
、
滲
出
性
中
耳
炎
に
罹

患
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
耳
鼻
科
専
門

医
に
紹
介
し
て
い
た
だ
け
る

と
、
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

眼
鏡
を
作
ろ
う
と

思
っ
た
と
き
、
ま
ず
、

ど
こ
へ
行
く
だ
ろ
う

か
？ 

種
々
の
調
査
に

よ
る
と
、
眼
科
医
が
発

行
し
た
眼
鏡
処
方
箋
を

持
っ
て
、
眼
鏡
店
で
眼
鏡
を
つ
く
る

人
の
割
合
は
15
〜
25
％
と
い
う
報
告

が
あ
る
。
つ
ま
り
、
多
く
の
人
は
直

接
眼
鏡
店
へ
行
き
、
眼
鏡
店
で
視
力

検
査
と
屈
折
検
査
を
受
け
て
、
眼
鏡

合
わ
せ
を
し
て
眼
鏡
を
処
方
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
正

確
な
眼
鏡
が
処
方
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
？

裸
眼
視
力
が
落
ち
て
眼
鏡
を
作
ろ

う
と
思
う
人
の
中
に
は
、
単
な
る
屈

折
異
常
だ
け
で
は
な
く
、
目
の
疾
患

に
よ
り
裸
眼
視
力
が
落
ち
て
い
る
危

険
性
が
あ
る
。
目
の
疾
患
が
な
く
て

も
、
正
確
な
屈
折
値
を
測
定
し
に
く

い
こ
と
も
あ
る
。
特
に
、
子
ど
も
は

調
節
力
が
強
い
の
で
、
屈
折
値
を
測

定
す
る
器
械
の
値
は
、
実
際
の
近

視
の
度
数
よ
り
強
く
で
る
こ
と
が
あ

る
。
仮
に
そ
の
値
を
信
用
し
て
よ
く

見
え
る
眼
鏡
を
処
方
し
て
し
ま
う
と

過
矯
正
に
な
り
、
眼
精
疲
労
が
生
じ

る
。
ほ
か
に
も
、
弱
視
や
心
因
性
視

力
障
害
な
ど
の
子
ど
も
で
は
、
矯
正

し
て
も
視
力
が
出
な
い
の
で
、
つ
い

つ
い
強
い
度
数
を
入
れ
て
し
ま
い
、

過
矯
正
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。
少
な
く
と
も
子
ど
も
の
眼
鏡
処

方
に
関
し
て
は
、
眼
科
で
検
査
を

受
け
、
眼
鏡
処
方
箋
を
も
ら
っ
て
眼

鏡
店
へ
行
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
。

ま
た
、
40
歳
を
過
ぎ
る
と
20
人
に

１
人
が
緑
内
障
に
罹
患
す
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
見
に
く
く
な
っ
た
原
因

が
緑
内
障
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
多
く
は
白
内
障

に
罹
患
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
白

内
障
の
程
度
に
応
じ
て
屈
折
値
が
近

視
化
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

場
合
、
眼
鏡
を
作
っ
た
時
は
よ
く
見

え
て
い
て
も
、
後
日
、
近
視
の
度
数

が
変
動
す
る
こ
と
で
見
に
く
く
な
る

こ
と
も
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
眼
科
医
を
介
さ
ず
に

直
接
眼
鏡
店
で
眼
鏡
を
作
っ
て
も
、

多
く
の
人
は
特
に
問
題
な
く
眼
鏡
を

か
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
眼
鏡
店

で
の
眼
鏡
合
わ
せ
を
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
直
接

眼
鏡
店
へ
行
っ
て
眼
鏡
を
作
る
こ
と

に
よ
り
、
眼
疾
患
が
見
逃
さ
れ
た

り
、
目
に
合
わ
な
い
度
数
の
眼
鏡
が

作
ら
れ
た
り
す
る
懸
念
が
あ
る
。
眼

鏡
を
合
わ
せ
る
と
き
は
、
ま
ず
眼
科

を
受
診
し
て
、
眼
鏡
処
方
箋
を
も

ら
っ
て
か
ら
眼
鏡
を
作
る
こ
と
の
重

要
性
を
広
め
て
い
き
た
い
。

眼
鏡
を
作
る
と
き
は

眼
科
で
処
方
箋
を
も
ら
お
う

も
し
か
し
た
ら
…

見
逃
さ
れ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
中
耳
炎

木
下

　裕
子

（
金
沢
医
科
大
学
病
院
・
耳
鼻
咽
喉
科
）

小児科医からの

発信
小児科医からの

発信
～子どもは未来、
　日本の未来～

《第64回》

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
が
眼
形
を
奪
う
好
手
。
白
２
に
黒

３
、
５
で
白
死
で
す
。
黒
１
で
２
は
白
１

黒
３
白
４
黒
５
白
イ
で
白
生
き
。
黒
１
で

３
も
白
１
黒
２
白
４
で
白
生
き
。
白
２
で

イ
ま
た
は
４
な
ら
黒
２
で
白
死
で
す
。

囲

解
答

碁

☗
３
二
歩
成
☖
同
角
☗
１
二
金

☖
同
玉
☗
３
四
馬
☖
２
三
角
☗

２
四
桂
☖
２
二
玉
☗
１
二
金
☖

同
角
☗
同
桂
成
☖
３
二
玉
☗
２

三
角
ま
で
13
手
詰
。

〈
解
説
〉
初
手
☗
３
二
歩
成
に

☖
同
玉
な
ら
☗
４
二
金
以
下
の

詰
み
で
す
。
３
手
目
☗
１
二
金

と
捨
て
て
☗
３
四
馬
が
好
手
順

で
、
玉
方
２
三
角
と
受
け
ま
す

が
、
以
下
手
順
の
詰
み
で
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

9
＋
4
で
、答
え
は「
13
」

（
問
題
8
面
）

10月から75歳以上は医療費窓口負担が2倍に!?

負担増阻止署名にご協力ください！
会員の先生方には2月号に署名用紙を同封しました。

先生の１筆のみでも構いませんので、ぜひご返送くだ
さい。さらにスタッフの皆さん、患者さんにもご協力
をお願いできましたら幸いです。

70～74歳の窓口負担２割化は法律が成立した後も、
署名の力で６年間※凍結させました。
※ 2008年4月～2014年3月まで

まだ止められる!

※厚労省資料より作成

石 川 保 険 医 新 聞 第599号（3）2022年3月15日（毎月15日発行）



東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
事

故
に
よ
る
放
射

線
被
ば
く
の
影

響
で
甲
状
腺
が

ん
を
発
症
し
た

と
し
て
、
事
故

当
時
、
福
島
県

内
に
住
ん
で
い

た
17
〜
27
歳
の

男
女
６
人
が
１

月
27
日
、
東
電

に
対
し
総
額
6
億
１
６
０
０
万

円
の
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
訟

を
東
京
地
裁
に
起
こ
し
た
。
事

故
か
ら
11
年
、
当
時
６
〜
16
歳

だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
声

を
上
げ
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の

思
い
を
追
っ
た
。

片
葉
切
除
、
再
発
で�

�

全
摘 

日
常
と
将
来
に�

�

大
き
な
不
安

提
訴
し
た
の
は
、
事
故
当
時

幼
稚
園
児
か
ら
高
校
生
で
、
福

島
県
中
部
の
中
通
り
地
域
に
住

ん
で
い
た
4
人
と
、
県
西
部
の

会
津
地
方
と
県
東
部
の
浜
通
り

地
域
に
住
ん
で
い
た
各
１
人
。

現
在
は
県
内
や
首
都
圏
で
高
校

生
や
会
社
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
る
。

６
人
は
、
福
島
県
の
県
民
健

康
調
査
な
ど
で
甲
状
腺
が
ん
と

診
断
さ
れ
、
２
人
は
甲
状
腺
の

片
葉
を
切
除
、
４
人
は
再
発
に

よ
り
全
摘
し
て
お
り
、
ア
イ
ソ

ト
ー
プ
治
療
を
実
施
ま
た
は
予

定
。
４
回
手
術
し
た
人
や
肺
転

移
し
て
い
る
人
も
い
る
。
常
に

再
発
な
ど
健
康
不
安
が
あ
る
ほ

か
、
結
婚
や
出
産
、
将
来
が
思

い
描
け
な
い
な
ど
、
生
活
に
強

い
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
ま
た

治
療
や
手
術
に
よ
っ
て
、
大
学

中
退
、
希
望
職
種
へ
の
就
職
断

念
、
正
社
員
の
仕
事
を
離
職
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
な
ど
、
日

常
や
将
来
に
大
き
な
影
響
が
出

て
い
る
。

原
告
側
弁
護

団
は
、
通
常
年

間
１
０
０
万
人

に
１
〜
２
人
程

度
の
極
め
て
珍

し
い
小
児
甲
状

腺
が
ん
が
、
福

島
で
は
事
故
後

す
で
に
３
０
０

人
弱
も
見
つ

か
っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
。
６

人
を
含
む
事
故
後
に
福
島
の
子

ど
も
た
ち
に
見
つ
か
っ
た
甲
状

腺
が
ん
の
多
く
が
、
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
原
発
事
故
で
小
児
・
若

者
層
に
確
認
さ
れ
た
乳
頭
が
ん

で
あ
り
、
遺
伝
性
で
は
な
く
、

被
ば
く
以
外
の
原
因
は
考
え
ら

れ
な
い
と
主
張
す
る
。

17
歳
で
告
知
　�

　
成
人
式
迎
え
ら
れ�

�

よ
かっ
た
…

福
島
県
中
通
り
に
住
む
女
性

（
26
）
は
２
０
１
３
年
３
月
、

17
歳
の
時
に
甲
状
腺
が
ん
と
診

断
さ
れ
た
。

「
手
術
し
な
い
と
23
歳
ま
で

生
き
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な

い
。」
医
師
に
は
手
術
で
完
治

す
る
と
も
説
明
さ
れ
た
が
、
女

性
は
４
カ
月
後
の
手
術
前
日
は

不
安
と
恐
怖
で
眠
れ
な
か
っ

た
。
手
術
後
は
声
が
枯
れ
、
２

カ
月
以
上
声
が
出
な
い
状
態
が

続
い
た
。

手
術
前
の
検
査
も
つ
ら
か
っ

た
。
Ｃ
Ｔ
検
査
の
造
影
剤
を
体

に
入
れ
る
と
、
強
烈
な
気
持
ち

悪
さ
に
襲
わ
れ
た
。
長
い
注
射

針
を
喉
に
刺
し
て
細
胞
を
採
取

す
る
検
査
（
穿
刺
吸
引
細
胞

診
）
は
針
が
奥
に
入
る
ほ
ど
痛

み
が
増
し
た
。

母
親
（
57
）
は
娘
が
告
知

さ
れ
た
日
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

「
ま
だ
17
歳
な
の
に
。
娘
に
は

大
丈
夫
だ
と
言
い
な
が
ら
、
夫

と
二
人
の
時
に
泣
い
た
」。
常

に
明
る
く
振
る
舞
う
娘
が
、
成

人
式
の
日
、
父
親
に
「
着
物
が

着
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
言
っ

た
こ
と
を
聞
き
、
あ
あ
、
死
も

考
え
て
い
た
ん
だ
と
思
う
と
涙

が
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
。「
事

故
後
、
食
べ
物
も
水
も
気
に
せ

ず
暮
ら
し
て
い
た
。
あ
の
時
、

避
難
し
て
い
た
ら
…
。」
い
ろ

い
ろ
な
思
い
が
頭
を
巡
っ
た
。

治
療
の
た
め
退
学
も
、�

�

手
術
前
よ
り
悪
化

女
性
は
東
京
の
大
学
に
行
き

た
か
っ
た
が
、
母
親
に
止
め
ら

れ
隣
県
に
。
半
年
後
、
女
性
の

体
調
が
悪
化
し
た
。

「
残
っ
た
片
葉
に
も
再
発
が

見
ら
れ
る
。
肺

に
も
影
が
あ

る
。」
医
師
に

告
げ
ら
れ
た

時
、
女
性
は
母

親
と
泣
き
崩
れ

た
。
や
る
せ
な

く
、
不
安
や
怒

り
が
膨
ら
ん
で

も
、
ど
こ
に
当

た
れ
ば
い
い
の

か
分
か
ら
な

か
っ
た
。
治
療

専
念
の
た
め
大

学
を
退
学
。
19

歳
だ
っ
た
。

３
回
の
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
治
療

も
受
け
た
。
大
量
の
放
射
性
ヨ

ウ
素
を
飲
む
た
め
、
入
院
時
は

白
い
独
房
の
よ
う
な
部
屋
に
隔

離
さ
れ
た
。
放
射
線
を
遮
る
鉛

入
り
の
窓
ガ
ラ
ス
か
ら
、
ひ
た

す
ら
外
を
見
て
時
間
が
過
ぎ
る

の
を
待
っ
た
。

女
性
の
が
ん
を
示
す
数
値
は

今
、
手
術
前
よ
り
も
悪
い
。
母

親
は
「
一
日
た
り
と
も
娘
の
体

を
考
え
な
い
日
は
な
い
」
と
つ

ぶ
や
く
よ
う
に
言
っ
た
。

甲
状
腺
が
ん�

�

多
発
は
な
ぜ
？

小
児
甲
状
腺
が
ん
は
年
間

１
０
０
万
人
に
１
〜
２
人
程
度

の
希
少
な
が
ん
。
女
性
が
提
訴

を
決
意
し
た
の
は
、
福
島
で
事

故
当
時
18
歳
以
下
で
３
０
０
人

弱
の
甲
状
腺
が
ん
ま
た
は
疑
い

が
見
つ
か
り
、
国
も
県
も
通
常

の
「
数
十
倍
多
い
」
と
す
る
が
、

因
果
関
係
は
現
時
点
で
は
認
め

ら
れ
な
い
と
否
定
し
て
い
る
こ

と
や
、
生
涯
治
療
の
必
要
の
な

い
が
ん
を
見
つ
け
て
い
る
「
過

剰
診
断
」
だ
と
し
て
検
査
縮
小

を
求
め
る
声
が
出
て
い
る
こ

と
へ
の
疑
問
が
あ
る
か
ら
だ
。

「
私
は
無
自
覚
の
時
に
検
査
で

見
つ
か
っ
た
。
検
査
を
縮
小
し

た
ら
助
か
る
命
も
助
か
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
今
、
結
婚
や

出
産
は
考
え
ら
れ
な
い
。
原
発

事
故
と
関
係
な
い
と
い
う
が
、

そ
れ
な
ら
３
０
０
人
弱
の
子
が

甲
状
腺
が
ん
に
な
っ
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。
原
因
を
原
発
事
故

と
認
め
て
ほ
し
い
。」

差
別
が
怖
い
　
10
年
間�

�

黙
し
続
け
た
原
告

首
都
圏
に
住
む
福
島
県
中
通

り
出
身
の
女
性
（
26
）
は
、
１

月
27
日
の
提
訴
後
の
記
者
会
見

で
「
事
故
直
後
の
避
難
者
へ
の

差
別
も
あ
り
、
甲
状
腺
が
ん
に

な
っ
た
と
言
え
ば
、
差
別
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
恐
怖
を
感

じ
、
私
た
ち
は
誰
に
も
言
え

ず
、
こ
の
10
年
を
過
ご
し
て
き

た
。
で
も
同
じ
よ
う
に
苦
し
む

子
が
３
０
０
人
弱
も
い
る
。
声

を
上
げ
る
こ
と
で
少
し
で
も
い

い
状
況
に
し
た
い
」
と
涙
な
が

ら
に
語
っ
た
。

女
性
は
東
京
の
大
学
に
通
っ

て
い
た
19
歳
の
時
に
告
知
さ

れ
、
翌
年
、
片
葉
の
切
除
手
術

を
受
け
た
。
手
術
後
、
体
力
が

極
端
に
落
ち
、
体
調
不
良
が
続

く
。
一
度
は
や
り
た
か
っ
た
広

告
代
理
店
に
勤
め
た
が
体
調
が

悪
化
し
、
１
年
半
で
辞
め
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、
今
は
事
務
の

仕
事
を
し
て
い
る
。「
何
よ
り

も
体
調
を
優
先
し
な
く
て
は
な

ら
ず
、
夢
だ
っ
た
仕
事
を
諦
め

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
う
え
、
今

も
仕
事
が
ま
と
も
に
で
き
な
い

の
が
つ
ら
い
。
将
来
へ
の
夢
や

希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
。」

日
本
の
現
状
を
変
え
る�

�

き
っ
か
け
に
な
れ
ば

女
性
は
、
が
ん
の
告
知
直
後

に
医
師
か
ら
「
原
発
事
故
と
関

係
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
、

強
い
違
和
感
を
覚
え
た
こ
と
が

今
も
心
に
残
る
。
ま
た
甲
状
腺

が
ん
の
保
険
診
療
の
医
療
費

は
、
今
は
県
が
全
額
支
援
し
て

い
る
が
、
い
つ
ま
で
続
く
か
と

い
う
不
安
も
あ
る
。
保
険
に
入

れ
な
か
っ
た
り
、
正
社
員
を
諦

め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
り
、
６

人
の
将
来
へ
の
不
安
は
強
い
。

「
裁
判
を
す
る
こ
と
で
、
原
発

事
故
と
甲
状
腺
が
ん
の
因
果
関

係
を
か
た
く
な
に
否
定
し
、
甲

状
腺
検
査
を
縮
小
し
よ
う
と
し

て
い
る
日
本
の
現
状
が
変
わ
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
。」
女
性

は
自
分
よ
り
幼
い
患
者
や
今
後

発
症
す
る
子
も
心
配
し
、
支
援

拡
充
を
求
め
て
い
る
。

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その69

シリーズ

片
山

　夏
子
（
東
京
新
聞
福
島
特
別
支
局
長
）

当
時
6
〜
16
歳
の
甲
状
腺
が
ん
患
者
が
東
電
提
訴

原
告
の
思
い
は

東
電
福
島
原
発
事
故

東
電
福
島
原
発
事
故

写真1　2度の手術で甲状腺を全摘した26歳
女性。手にする薬を生涯飲む必要がある

写真2　「差別されるのではと、私たちは
誰にも言えずこの10年を過ごしてきた」
と思いを吐露した原告の女性

写真3　東京電力を相手取り提訴するため、東京地裁
に入る原告弁護団ら=2022年1月27日、東京都内

写真4　提訴の後の記者会見で話す弁護団と男性原告の母親（右端）。原告の息子
は甲状腺がんだと明かしたら、3社から就職を断られたという

◆
片
山
夏
子

中
日
新
聞
東
京
本
社
（「
東
京
新
聞
」）
の
記
者
。
東
日
本
大

震
災
発
生
翌
日
か
ら
原
発
事
故
を
取
材
し
、
２
０
１
１
年
８

月
か
ら
原
発
作
業
員
の
日
常
や
家
族
へ
の
思
い
な
ど
を
綴
っ

た
「
ふ
く
し
ま
作
業
員
日
誌
」
を
連
載
。
著
書
『
ふ
く
し
ま

原
発
作
業
員
日
誌
〜
イ
チ
エ
フ
の
真
実
、
９
年
間
の
記
録

〜
』（
朝
日
新
聞
出
版
、
２
０
２
０
年
）
が
第
42
回
講
談
社

本
田
靖
春
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
な
ど
３
賞
受
賞
。
昨
年
12

月
に
当
会
主
催
第
19
回
原
発
・
い
の
ち
・
み
ら
い
シ
リ
ー
ズ

講
演
会
で
講
師
を
務
め
、
好
評
を
博
し
た
。
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福
島
県
で
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
の
先
例
か
ら
、
原
発
事
故
後

に
小
児
甲
状
腺
が
ん
が
増
加
す

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
た
た
め
、

子
ど
も
達
の
健
康
を
見
守
る
と

い
う
考
え
の
元
に
２
０
１
１
年

か
ら
甲
状
腺
検
査
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

現
在
ま
で
に
３
０
０
人
弱
の
甲

状
腺
が
ん
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
５
人
の
元

首
相
が
Ｅ
Ｕ
に
送
っ
た
書
簡
の

「
多
く
の
子
ど
も
達
が
甲
状
腺

が
ん
で
苦
し
み
」
と
い
う
一
文

に
対
し
、
山
口
環
境
大
臣
・
内

堀
福
島
県
知
事
ら
多
数
の
政
治

家
を
中
心
と
し
た
抗
議
が
な
さ

れ
、
一
部
で
は
大
き
な
論
争
に

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
書
簡
は
Ｅ

Ｕ
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
と
い
う
気
候

変
動
・
環
境
汚
染
等
に
考
慮
し

た
企
業
へ
の
投
資
を
進
め
て
い

く
考
え
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

だ
け
で
は
な
く
原
発
へ
の
投
資

を
加
え
よ
う
と
い
う
動
き
を
危

惧
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
と
い
う
一
面
だ
け
で
原
発
を

推
進
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
い

う
趣
旨
で
あ
り
、「
日
本
で
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
し
て
原
発

を
推
進
し
て
き
た
が
、
そ
の
結

果
想
定
外
の
原
発
事
故
が
発
生

し
た
た
め
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
に
は
そ
の
過
ち

を
繰
り
返
し
て
ほ
し
く
は
な

い
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
も

の
で
す
。
ま
た
、「
多
く
の
子

ど
も
達
が
甲
状
腺
が
ん
に
苦
し

み
」
と
の
文
言
も
、
冒
頭
に
述

べ
た
通
り
の
事
実
を
記
載
し
た

に
過
ぎ
ず
、
放
射
線
の
影
響
に

よ
る
甲
状
腺
が
ん
だ
と
は
明
言

し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
多

数
の
政
治
家
か
ら
寄
せ
ら
れ
て

い
る
反
論
は
甲
状
腺
が
ん
の
患

者
さ
ん
が
発
見
さ
れ
て
い
る
事

実
に
対
し
て
で
は
な
く
、
一
律

に「
放
射
線
の
影
響
か
ど
う
か
」

と
い
う
科
学
論
争
に
す
り
替
え

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
答
え
は
、
彼
ら
も
抗

議
文
の
中
に
記
載
し
て
い
る
通

り
、
国
や
国
際
機
関
の
見
解
で

も
ま
だ
不
確
定
な
ま
ま
で
す
。

そ
の
上
で
、
環
境
相
は
「
多
く

の
子
ど
も
達
が
甲
状
腺
が
ん
に

苦
し
み
」
の
表
現
は
、「
放
射

線
の
健
康
影
響
に
関
す
る
差
別

や
偏
見
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

る
」
つ
ま
り
、
風
評
払
拭
の
た

め
適
切
で
は
な
い
と
の
趣
旨
の

批
判
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
福
島
県
知
事
の
抗

議
文
は
、「
つ
き
ま
し
て
は
、

福
島
県
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
る
際
は
、
本
県
の
見
解
を

含
め
て
、
国
、
放
射
線
医
学
を

専
門
と
す
る
医
療
機
関
や
大
学

等
高
等
教
育
機
関
、
国
連
を
は

じ
め
と
す
る
国
際
的
な
科
学
機

関
な
ど
に
よ
る
科
学
的
知
見
に

基
づ
き
、
客
観
的
な
発
信
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
の
文

言
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
福
島
県
側
の
見

解
を
併
記
し
な
い
発
信
は
控
え

る
よ
う
に
と
い
う
、
言
論
封
殺

に
も
近
い
理
不
尽
さ
を
感
じ

ま
す
。

こ
れ
ら
の
抗
議
は
原
発
の
維

持
を
目
的
と
し
た
政
治
的
主
張

で
あ
り
、
実
際
に
甲
状
腺
が
ん

に
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち

に
は
全
く
寄
り
添
っ
て
い
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
、
彼
ら
彼
女
ら
を

福
島
の
復
興
の
足
を
引
っ
張
る

「
風
評
加
害
者
」
で
あ
る
と
し
、

そ
の
存
在
を
否
定
す
る
行
為
で

す
。
特
に
、
６
名
の
県
民
健
康

調
査
で
発
見
さ
れ
た
甲
状
腺
が

ん
患
者
が
、
１
月
27
日
に
東
京

電
力
を
提
訴
す
る
に
至
っ
た
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
お
い
て
、
県

民
健
康
調
査
を
主
管
す
る
福
島

県
知
事
や
公
害
行
政
を
司
る
環

境
相
が
こ
の
よ
う
な
抗
議
を
す

る
の
は
、
よ
り
政
治
的
な
に
お

い
を
感
じ
ま
す
。

本
来
、
彼
ら
が
す
べ
き
こ
と

は
放
射
線
の
影
響
の
有
無
を
明

ら
か
に
し
、
も
し
影
響
が
あ
る

の
で
あ
れ
ば
不
安
を
感
じ
て
い

る
検
査
対
象
者
全
員
に
対
す
る

謝
罪
と
補
償
、
そ
し
て
も
し
影

響
が
な
い
と
明
ら
か
に
な
っ
た

場
合
は
発
見
さ
れ
た
甲
状
腺
が

ん
患
者
さ
ん
に
対
す
る
医
療
・

経
済
面
の
十
分
な
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

政
治
的
主
張
の
た
め
被
害
者

を
切
り
捨
て
る
よ
う
な
行
為

は
、
見
逃
す
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。

臨
床
に
携
わ
る
小
児
科
医
と

し
て
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
軽
症

で
終
わ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う

状
況
の
中
、
小
児
に
は
危
険
か

も
し
れ
な
い
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
と
い
う
行
為
が
妥
当
か
、

多
く
の
議
論
が
必
要
な
問
題
と

思
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
の
子
ど
も

た
ち
が
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
感
染

し
て
、
普
通
の
風
邪
の
ご
と
く

終
息
し
て
い
る
状
況
は
、
あ
た

か
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患

し
て
、
普
通
は
問
題
な
く
治
癒

し
て
い
く
状
況
に
似
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、

接
種
を
推
奨
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン

と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。
近

年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
報
告

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
を
希
望
し
て
来
院
す
る
子
ど

も
た
ち
も
多
い
で
す
。
そ
れ
だ

け
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

は
定
着
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
お
年

寄
り
へ
の
感
染
も
防
ぐ
と
い
う

社
会
的
な
適
応
と
、
当
然
本
来

の
目
的
で
あ
る
ハ
イ
リ
ス
ク
児

は
も
ち
ろ
ん
、
健
康
な
子
ど
も

に
も
起
こ
る
脳
症
を
防
ぐ
可
能

性
の
あ
る
ワ
ク
チ
ン
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
接
種
時
に
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
や
健
康
被
害
な
ど
の

副
作
用
が
「
起
き
ま
せ
ん
よ
う

に
」
と
祈
る
気
持
ち
は
常
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
罹
患
後
の
急
激
な
経
過

を
と
る
脳
症
と
い
う
病
態
を
防

ぐ
手
立
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
に
期

待
す
る
以
外
方
法
が
あ
り
ま
せ

ん
。
先
天
的
に
肺
や
心
臓
に
病

気
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
も
守
っ

て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
子
ど
も
が
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
家
に
持
ち

込
む
と
、
同
居
し
て
い
る
お
年

寄
り
に
感
染
し
、
肺
炎
で
亡
く

な
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
学
校

の
集
団
接
種
が
な
く
な
っ
て
、

お
年
寄
り
の
感
染
が
多
く
な
っ

た
時
、
こ
の
現
象
が
問
題
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
集
団
接
種
が
中
止
さ
れ
た

の
か
？　

ワ
ク
チ
ン
は
患
者
、

あ
る
い
は
子
ど
も
に
関
し
て
は

保
護
者
が
、
そ
の
必
要
性
を
認

め
て
接
種
す
る
べ
き
で
あ
る
と

い
う
立
場
を
重
要
視
さ
れ
た
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
有
料
で
も

必
要
な
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

と
い
う
意
識
が
育
っ
て
い
な

か
っ
た
日
本
で
は
、
当
然
接
種

率
は
低
下
し
、
感
染
が
増
え
ま

し
た
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
推
奨

さ
れ
た
の
で
す
が
子
ど
も
は
有

料
、
お
年
寄
り
は
公
費
が
出
る

と
い
う
不
公
平
な
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

現
在
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
大

流
行
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
未
接
種

の
健
康
な
子
ど
も
た
ち
が
罹
患

し
、
何
の
問
題
も
な
く
経
過
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
子
ど
も

の
感
染
者
が
増
え
る
に
つ
れ

て
、
重
篤
な
状
態
を
招
く
可
能

性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
も
、
そ
の
流
行
を

少
数
、
か
つ
軽
症
に
抑
え
、
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
の
ワ
ク

チ
ン
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で

し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
が
、
子
ど
も
の
健
康

を
害
す
る
事
が
明
ら
か
な
ら

ば
、
ワ
ク
チ
ン
と
し
て
は
失
格

で
す
。

社
会
を
形
作
っ
て
生
き
て
い

る
人
類
に
と
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る

年
齢
層
の
命
を
守
る
こ
と
が
良

い
社
会
の
基
礎
な
ら
ば
、
当
然

ハ
イ
リ
ス
ク
を
持
っ
た
子
ど
も

た
ち
や
お
年
寄
り
も
守
る
べ
き

存
在
で
あ
り
、
流
行
を
で
き
る

だ
け
小
さ
く
抑
え
る
ワ
ク
チ

ン
は
必
要
不
可
欠
と
思
わ
れ

ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
も
そ
の
副
作
用
を

考
慮
に
入
れ
て
接
種
さ
れ
る
べ

き
で
す
。
例
え
話
で
す
が
、
麻

し
ん
に
し
て
も
自
然
感
染
で
は

千
人
に
一
人
が
脳
症
を
起
こ
し

ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
で
も
百
万

人
に
一
人
が
脳
症
を
起
こ
し
ま

す
。
そ
の
差
は
千
倍
で
す
。
だ

か
ら
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
の
で

す
。
こ
う
し
て
人
類
は
生
き
延

び
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

だ
け
を
守
れ
ば
そ
れ
で
良
い

と
い
う
の
で
は
な
く
、
社
会

全
体
を
守
る
と
い
う
立
場
に

立
っ
て
ワ
ク
チ
ン
行
政
を
支
え

る
必
要
性
が
あ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
望
み
た
い

こ
と
は
、
Ｖ
Ｐ
Ｄ
（V

accine 
Preventable D

iseases

：
ワ

ク
チ
ン
で
防
げ
る
病
気
）
は
、

自
然
感
染
で
普
通
に
経
過
す
れ

ば
問
題
な
い
の
で
す
が
、
時
に

い
ろ
い
ろ
な
合
併
症
を
も
た
ら

し
た
り
、
子
ど
も
の
一
生
に
影

響
を
与
え
る
感
染
症
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
感
染
症
に
ワ

ク
チ
ン
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
そ
の
接
種
の
多
く
は
無

料
で
す
が
、
有
料
の
も
の
や
、

あ
る
時
期
は
無
料
で
そ
れ
を
超

え
る
と
有
料
と
い
う
ワ
ク
チ
ン

も
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
子
ど

も
達
に
無
料
で
接
種
で
き
る
環

境
を
早
急
に
作
る
こ
と
が
、
感

染
症
の
克
服
に
は
重
要
な
施
策

と
考
え
ま
す
。

今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
一
環
と
し
て
会

議
時
間
を
短
縮
さ
せ
る
た
め

に
、
協
議
事
項
の
検
討
を
中

心
に
行
っ
た
。
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
へ
の
対
応
の
た
め
に
国
や

県
か
ら
多
く
の
通
知
や
資
料

が
発
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、

濃
厚
接
触
者
へ
の
対
応
も

日
々
変
更
さ
れ
る
な
ど
、
大

変
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い

る
。
ワ
ク
チ
ン
も
３
回
目
接

種
の
前
倒
し
や
、
小
さ
な
子

ど
も
へ
の
接
種
が
開
始
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
子
ど

も
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
本

当
に
正
し
い
政
策
な
の
か
ど

う
か
に
つ
い
て
熱
い
議
論
が

展
開
さ
れ
た
。

ま
た
、
３
月
に
迫
る
総

会
の
準
備
に
時
間
を
費
や

し
た
。
工
藤
事
務
局
長
か

ら
執
筆
段
階
で
は
あ
る
が

２
０
２
１
年
度
活
動
報
告
並

び
に
２
０
２
２
年
度
活
動
方

針
案
の
説
明
が
あ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
の
継
続
と

高
齢
者
の
窓
口
負
担
増
、
地

域
医
療
構
想
、
外
来
機
能

報
告
制
度
、
診
療
報
酬
改

定
等
に
対
す
る
対
応
な
ど

取
り
組
む
べ
き
課
題
が
山
積

し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
た
。
今
回
の
総
会
の
ア

ピ
ー
ル
文
は
平
田
副
会
長
が

担
当
し
て
お
り
、
皆
で
一
読

し
た
上
で
議
論
が
行
わ
れ
今

後
修
正
が
行
わ
れ
る
と
思
う

が
、
副
会
長
の
熱
い
思
い
の

こ
も
っ
た
ア
ピ
ー
ル
文
に
な

る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
経

営
共
済
部
か
ら
は
休
業
保
障

制
度
の
免
責
期
間
の
短
縮
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
会

員
に
と
っ
て
は
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
に
な
る
と
確
信
し
て

い
る
。
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（
２
月
号
の
つ
づ
き
）

写
真
１
と
２
に
あ
る
小
さ
い

札
の
数
々
は
何
か
わ
か
り
ま
す

か
？　

こ
れ
は
、
文
化
財
独
特

の
技
法
で
「
番
付
札
」
と
言
い

ま
す
。
解
体
後
、
正
確
に
元
通

り
に
復
元
す
る
た
め
柱
に
張
り

付
け
る
紙
で
で
き
た
札
印
で

す
。
文
化
財
建
造
物
の
移
築
に

あ
た
っ
て
は
、
部
材
は
元
の
位

置
に
戻
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
解
体
時
に
、
ど
こ
か
ら
解

体
し
た
部
材
か
目
印
を
つ
け
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
『
解
体
番

付
』
と
い
う
も
の
を
定
め
、
部

材
一
つ
一
つ
に
『
番
付
札
』
を

付
け
る
の
で
す
。
こ
の
番
付
の

多
さ
で
屋
敷
の
大
き
さ
が
判
断

で
き
る
そ
う
で
、
ち
な
み
に

当
家
主
屋
は
５
万
枚
だ
そ
う

で
す
。

文
化
財
や
建
築
物
と
し
て
重

要
で
あ
る
も
の
、
思
い
入
れ
の

あ
る
建
物
を
新
た
な
場
所
で
保

存
・
活
用
す
る
に
は
、
多
く
は

古
い
建
物
で
あ
り
設
計
図
が
紛

失
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
解

体
し
な
が
ら
新
た
に
調
査
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
材
料
は
な

る
べ
く
同
じ
も
の
を
使
用
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
古
く
て

使
え
な
い
も
の
や
解
体
時
に
破

損
し
た
り
、
壊
れ
て
し
ま
っ
た

り
す
る
も
の
に
関
し
て
は
、
新

し
い
部
材
と
差
し
替
え
、
質
感

を
そ
ろ
え
る
た
め
に
、
資
材
を

全
国
に
探
し
求
め
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
ま
た
古
い
文
献
を
調

査
す
る
こ
と
も
あ
り
、
知
見
の

あ
る
専
門
業
者
の
腕
の
見
せ
所

で
す
ね
。
特
に
内
法
造
作
（
う

ち
の
り
ぞ
う
さ
く
）
と
は
今
で

い
う
内
装
工
事
の
こ
と
で
す

が
、
伝
統
的
な
木
造
建
築
物
は

い
ろ
い
ろ
な
細
工
を
取
り
入
れ

た
内
装
を
し
つ
ら
え
て
い
ま

す
。 

木
工
、
漆
、
竹
、
欄
間
、

瓦
、
畳
、
襖
、
唐
紙
な
ど
も
そ

の
表
現
の
一
つ
で
す
。
曽
祖
父

が
好
ん
だ
日
本
文
化
や
日
本
人

ら
し
さ
が
、
匠
の
技
を
通
し
て

細
部
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
復
元
す
る
こ
と
は
本

当
に
大
変
な
労
力
で
あ
る
と
痛

感
し
て
い
ま
す
。
松
浦
建
設
さ

ん
あ
り
が
と
う
！

２
度
目
の
経
験
！

文
化
財
の
移
築
工
法
は
家
屋

の
下
に
レ
ー
ル
な
ど
を
敷
い
て

建
築
物
を
そ
の
ま
ま
移
す
曳
家

（
ひ
き
や
）
の
事
例
は
多
い
の

で
す
が
、
当
家
は
規
模
が
大
き

い
た
め
建
物
の
す
べ
て
を
一
旦

解
体
し
て
移
転
場
所
に
て
番
付

札
に
従
い
最
初
か
ら
組
み
た
て

る
、
い
わ
ゆ
る
完
全
移
築
工
法

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

当
家
を
担
当
す
る
ゼ
ネ
ラ
ル

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
と
、
県

内
で
も
歴
史
的
建
造
物
の
解
体

に
よ
る
移
転
再
築
は
珍
し
い
と

し
、
大
正
建
築
の
解
体
移
築
工

法
を
再
現
す
る
た
め
、
く
ぎ
を

使
わ
ず
木
材
を
組
む
な
ど
緻
密

な
作
業
が
多
い
希
少
な
移
転
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
る
そ
う
で

す
。
私
は
医
院
と
と
も
に
住
み

慣
れ
た
場
所
を
離
れ
る
の
は
残

念
で
す
が
、
洪
水
被
害
防
止
の

た
め
に
や
む
を
え
な
い
と
考
え

ま
し
た
。
文
化
財
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
責
任
も
あ
る
の
で
、

し
っ
か
り
対

応
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

長
年
過
ご
し

た
家
が
な
く

な
る
の
は
寂

し
い
で
す

が
、
時
代
の

流
れ
を
受
け

止
め
決
断
し

ま
し
た
。
こ

の
家
を
建
て

た
曽
祖
父
は

十
年
か
け
て
全
国
か
ら
木
材
を

集
め
た
と
祖
父
か
ら
聞
い
て
い

ま
す
。
大
黒
柱
と
梁
（
は
り
）

は
四
国
か
ら
運
ん
だ
こ
と
を
思

い
起
こ
し
て
い
ま
す
。
移
築
安

全
祈
願
祭
も
終
了
し
た
こ
と
に

よ
り
、
こ
こ
は
、
心
機
一
転
思

い
残
す
こ
と
は
全
く
な
く
、
き

れ
い
に
解
体
し
移
築
す
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
。

実
は
、
私
に
と
っ
て
こ
の
文

化
財
の
移
築
は
２
度
目
の
経
験

な
の
で
す
。
父
は
、
金
沢
市
金

石
の
出
身
で
あ
り
、
生
家
が

あ
っ
た
の
は
金
沢
市
金
石
西
四

丁
目
で
す
。
現
在
、
金
石
西
本

町
に
あ
る
「
銭
屋
五
兵
衛
（
北

前
船
で
栄
え
た
江
戸
時
代
の
豪

商
）
記
念
館
」
が
実
は
私
の
実

家
で
し
た
。
金
石
の
実
家
は
当

家
よ
り
規
模
が
小
さ
か
っ
た
の

で
建
物
を
そ
の
ま
ま
の
状
態
で

移
動
さ
せ
る
「
曳
家
（
ひ
き

や
）」
工
法
を
用
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
は
、
生
前
父
が
落
書
き

し
た
柱
の
傷
や
勉
強
の
あ
と
が

残
っ
て
い
ま
す
。
私
は
銭
五
の

館
を
訪
れ
る
た
び
に
ほ
ん
わ
か

と
し
た
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。　

私
と
し
て
は
今
回
の
主
屋
の

移
築
も
木
材
な
ど
を
再
現
で
き

る
た
め
、
そ
う
し
た
成
長
の
証

し
が
で
き
る
限
り
残
る
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
し
、
文

化
財
移
転
と
い
う
こ
と
で
後
世

に
つ
な
が
る
こ
と
と
思
っ
て
い

ま
す
。
茶
道
宗
和
（
そ
う
わ
）

流
中
島
宗
和
会
が
お
稽
古
を

行
っ
て
い
る
茶
室
も
再
現
で
き

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

現
在
の 

　
 

移
転
進
行
状
況

現
在
の
進
行
状
況
は
主
屋
に

あ
っ
た
一
ノ
蔵
と
二
の
蔵
が
す

べ
て
解
体
さ
れ

て
、
石
材
の
み

新
移
転
地
に
運

ば
れ
組
み
立
て

て
ま
す
。
主

屋
の
解
体
は
、

２
０
２
２
年
春

か
ら
に
な
り
そ

う
で
す
。

で
は
、
前
編

は
こ
れ
に
て
終

了
で
す
。
最
後

ま
で
お
読
み
い

た
だ
い
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
失
礼
い

た
し
ま
す
。

 

当
主　

室
木

俊
美　

拝

文
化
財
移
築
復
元
工
事
こ
ぼ
れ
話

～
建
物
を
活
か
し
文
化
を
生
か
す
～

　
室
木
　
俊
美
（
七
尾
市
・
歯
科
）

写真1　番付札。左写真は右塀。右写真は表門。解体して再度組み直す時に目印になる番付札を見守る現
代の当主

写真2　門を解体する時に匠から声をかけられ、
ご当主から最初の木材を解体してほしいと。泣
いたぜ（全国の文化財修復のため飛び回ってい
る松浦建設の匠たちと共に）

写真3　金石の実家で祖父は内科の開業医をしていた。左は裏門。右は
茶室。子どものころ金石港まつりが楽しみで歩いて海岸まで行った

写真５　完成図。完成は2023年春の予定だが

写真４　①は旧一ノ蔵でこのように石が組まれていた。②は解体された蔵の石で基礎石である滝ヵ原石「たきがはらいし」と言い、一個の大きさは60cmx60cmx100cm。③は一番石の組上げを当主が行っているところ

石 川 保 険 医 新 聞 2022年3月15日（毎月15日発行）（6）第599号



会員・加入者の皆様におかれましては、当会共済制度へのご理解とご協
力をいただき厚く御礼申し上げます。

さて、保険医年金の予定利率につきまして、昨年10月にご案内の通り、
受託会社 6 社のうちの一つである大樹生命より、自社引受分の予定利率を
引き下げるとの通達を受けました。当会ではこの間、予定利率を維持すべ
く受託生保各社と協議を重ねて参りましたが、誠に遺憾ながら、2022年 7
月 1 日より1.140％（※）が適用されることとなりました。

保険医年金は、生命保険会社が一般勘定で運用する「拠出型企業年金保
険」を団体契約して運営しています。最低保証利率である予定利率で利息
計算され、配当があれば上乗せされます。その上で、年度末決算では、加
入者の積立金を確定させています。すでに加入されている先生方の積立金

が削減されることはありませんので、ご安心ください。
運用の安定性、積み立て・受け取りの自在性等、制度の特長に変更はあ

りません。払い込みは口数単位で増口・減口でき、中断・再開もできます。
受け取りは加入 5 年以上経過すればいつでも年金受給でき、受取方法は 4
種類の年金または一時金より選択できるなど自在性に富んだ制度です。ス
ケールメリットを生かすことで手数料を低く設定しています。

受託生保各社には更なる運用努力を求め、大切な年金資産を安心して委
託していただけるよう、各協会と連携して制度保全に努めてまいりますの
で、今後とも保険医年金のご利用をお願い申し上げます。

ご不明な点等ございましたら、ご所属の保険医協会・保険医会にお問合
せください。

※受託生保会社各社の予定利率と引受割合により算出した加重平均予定利率です。
掛金には運営事務費、委託手数料や遺族年金特約保険料が含まれており、これらを
差し引いて積み立てられます。予定利率1.140％で計算した場合、月払は 4年 4カ
月、一時払は 2年 2カ月で積立金が掛金を上回ります。
積立計算は2022年 6月30日までは予定利率1.259％で計算されます。

80歳満期予定者、年金受給をご検討中の皆様へ
1942年（昭和17年） 9 月 1 日までに生まれた加入者の方は、今年 9 月 1

日で80歳満期となり、一時金または年金受給のお手続きが必要です。80歳
満期を迎える方には、 3 月中に別途ご案内を差し上げますので、ご確認く
ださい。

年金受給の場合、受給中の利息計算は、受給開始時点の予定利率が適用
されます。なお、現行の予定利率（1.259％）による受け取りをご希望の
場合は 4 月中に受給手続きを行うことが必要となりますので、近々年金受
給を検討中の方は、お手数ですが、 3 月中にご所属の保険医協会・保険医
会にご連絡ください。
→　石川県保険医協会　電話076-222-5373

保険医年金の予定利率変更に関するお知らせ
全国保険医団体連合会 共済部長　森　明彦

団体定期保険だから
お手頃な掛金で
大きな保障
配偶者・こどもも
併せて加入できます

グループ保険
死亡・高度障害状態を保障する大型生命保険

2022年度 普及期間

5/9（月）～6/10（金）
更新日

8/1（月）

※詳細につきましては
　パンフレットをご覧ください。

①お手頃な掛金で大きな保障が得られます。
②医師の診査はなく、告知書扱いで65歳まで加入できます。
③保険金は一時金でも年金でも受け取れます。
④剰余金が生じた場合には、配当金として還元されます。

グループ保険の特長!

最高保障額5,000万円で
月額6,250円（概算）
38歳・男性の場合

月額5,300円（概算）
38歳・女性の場合 残されたご家族の

生活資金や教育資金を
準備することができます。

団体定期保険は保険医協会の会員だけの制度です。
申込日現在、健康で正常に就業している2022年8月1日時点で65歳6ヵ月までの
保険医協会会員とその配偶者および2歳6ヵ月超22歳6ヵ月までの扶養する子ども。加入資格

会員は5,000万円、配偶者は2,000万円、子どもは400万円まで
加入できます。死亡・高度障害保険金額

○普及にあたっては、太陽生命・富国生命・明治安田生命の担当者（石川県保険医協会の共済普及担当者）がご説明します。

○お問い合わせは…石川県保険医協会まで  TEL ： 076-222-5373／ＦＡＸ ： 076-231-5156　 太陽‒勧補‒企保‒21‒128

保険医年金の新規加入・増口をお考えの先生は、協会事務局
までお問い合わせください。パンフレット等を送付いたします。

加入チャンスは年2回です!

まもなく
普及開始！保険医年金

2022年4月1日（金）～
　　　5月25日（水）
2022年9月1日（木）

前半期受付期間

加 入 日

※保険医年金の予定利率は2022年7月1日より
　1.140％に変更になります。
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会員リレーエッセー� ◆◆270◆◆原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

第
１
作
か
ら
50
年

N
etflix

を
検
索
し
て
い
て

「
男
は
つ
ら
い
よ
50
」
が
作
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
時
の

驚
き
! !　

公
開
当
時
、
私
が
役

員
を
し
て
い
る
学
会
の
全
国
大

会
を
東
海
・
北
陸
地
区
主
催
で

開
催
す
る
こ
と
に
奔
走
し
、
気

が
つ
か
な
か
っ
た
の
だ
。

「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
第
１

作
が
公
開
さ
れ
て
50
年
、
渥
美

清
没
後
23
年
経
っ
た
２
０
１
９

年
に
制
作
さ
れ
た
寅
さ
ん
の
主

人
公
は
、
や
は
り
満
男
（
吉
岡

秀
隆
）
だ
っ
た
。
満
男
と
く

れ
ば
ゴ
ク
ミ
の
イ
ズ
ミ
ち
ゃ

ん
（
後
藤
久
美
子
）
！　

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
呼
び
寄
せ
た
の
だ

ろ
う
か
。
昔
か
ら
の
渥
美
清
の

懐
か
し
い
名
シ
ー
ン
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
、
生

き
残
っ
て
い
る

キ
ャ
ス
ト
を
集

め
て
、
若
干
の

新
し
い
出
演
者

を
加
え
て
、
山

田
洋
次
監
督
が

ま
た
49
作
と
い

う
映
画
史
上
最

長
だ
っ
た
シ

リ
ー
ズ
の
味
を

よ
〜
く
こ
こ
ま

で
出
し
て
く
れ

た
と
い
う
う
れ

し
い
作
品
だ
っ
た
。

満
男
に
見
る
寅
さ
ん

小
説
家
に
な
っ
た
満
男
は
中

学
３
年
の
娘
と
二
人
暮
ら
し
。

妻
の
７
回
忌
の
法
要
で
柴
又

の
実
家
を
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
、

母
・
さ
く
ら
（
倍
賞
千
恵
子
）、

父
・
博
（
前
田
吟
）、
朱
美
（
美

保
純
）
な
ど
と
叔
父
・
寅
次
郎

に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
い
た
。

そ
し
て
寅
さ
ん
と
妻
を
も
失
っ

た
寂
し
さ
を
抱
え
つ
つ
、
あ
る

日
書
店
で
行
っ
た
サ
イ
ン
会

で
、
神
の
計
ら
い
か
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
ユ
ニ
セ
フ
の
行
事
で
帰

国
し
て
い
た
イ
ズ
ミ
と
偶
然
再

会
す
る
。
イ
ズ
ミ
を
誘
い
、
リ

リ
ー
（
浅
丘
ル
リ
子
）
が
や
っ

て
い
る
店
で
お
昼
を
過
ご
し
、

２
人
の
出
会
い
を
３
人
で
振
り

返
る
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
イ
ズ

ミ
を
夕
食
に
は
柴
又
に
連
れ
て

い
き
、
さ
く
ら
と
博
の
は
か
ら

い
で
寅
屋
の
な
つ
か
し
い
２
階

で
そ
の
夜
泊
ま
っ
て
も
ら
う
の

だ
っ
た
。

翌
日
イ
ズ
ミ
は
長
ら
く
会
っ

て
い
な
か
っ
た
父
親
（
橋
爪

功
）
が
入
所
す
る
三
浦
半
島
の

施
設
に
面
会
に
行
く
た
め
、
満

男
が
車
で
連
れ
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
す
で
に
離
婚

し
て
い
る
イ
ズ
ミ
の
母
（
夏
木

マ
リ
）
が
、
父
が
亡
く
な
っ
た

後
の
こ
と
を
任
せ
た
い
と
イ
ズ

ミ
を
待
ち
構
え
て
い
た
の
だ
っ

た
。
イ
ズ
ミ
は
い
ざ
父
が
亡
く

な
っ
て
も
、
す
ぐ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
帰
国
す
る
の
は
無
理
だ
と

ご
ね
、
母
と
け
ん
か
に
な
る
。

満
男
も
ま
た
イ
ズ
ミ
の
父
親
か

ら
、
イ
ズ
ミ
の
子
ど
も
に
お
小

遣
い
を
と
へ
そ
く
り
か
ら
渡
し

た
お
金
の
補
充
を
頼
ま
れ
て
し

ま
い
、
イ
ズ
ミ
と
母
親
が
行
っ

た
後
、
イ
ズ
ミ
の
父
親
が
渡
し

た
お
小
遣
い
の
倍
の
２
万
円
を

渡
す
の
だ
っ
た
。

そ
し
て
イ
ズ
ミ
は
自
分
も
で

き
る
こ
と
は
す
る
と
援
助
を
申

し
出
る
。
帰
り
道
、
イ
ズ
ミ
が

母
親
と
け
ん
か
し
て
、
満
男
の

車
か
ら
母
親
が
途
中
で
降
り
て

し
ま
い
ど
う
し
よ
う
も
な
く

な
っ
た
と
き
に
満
男
は
イ
ズ
ミ

を
な
だ
め
、
母
親
と
仲
直
り
を

さ
せ
る
。
そ
の
と
き
の
満
男
の

言
葉
は
寅
さ
ん
の
セ
リ
フ
を
聞

い
て
い
る
よ
う
で
、
満
男
が
い

か
に
寅
さ
ん
か
ら
影
響
を
受
け

た
か
を
感
じ
さ
せ
、
見
て
い
る

こ
ち
ら
は
ほ
っ
こ
り
し
て
し
ま

う
の
だ
。
翌
日
イ
ズ
ミ
を
成
田

ま
で
送
る
満
男
が
最
後
に
彼
女

を
見
送
る
際
に
妻
が
実
は
亡
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
イ

ズ
ミ
と
キ
ス
す
る
シ
ー
ン
は
最

高
！　

寅
さ
ん
の
懐
か
し
い
姿

も
さ
ま
ざ
ま
な
マ
ド
ン
ナ
と
と

も
に
出
て
く
る
の
も
う
れ
し

い
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
見
て
く
だ

さ
い
! !

私
は
四
半
世
紀
に
わ
た
り
ス
コ
ッ
チ
ウ
イ
ス
キ
ー
が
大
好

き
で
、
ほ
と
ん
ど
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
一
辺
倒
で
し
た
。
シ
ン

グ
ル
モ
ル
ト
と
い
う
の
は
一
カ
所
の
蒸
留
所
で
で
き
た
そ
の

ま
ま
の
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま

す
。
行
き
つ
け
の
バ
ー
に
行
き
、
今
日
は
ど
の
シ
ン
グ
ル
モ

ル
ト
ウ
イ
ス
キ
ー
を
ど
の
順
番
で
飲
み
、
そ
れ
ら
に
合
う
お

つ
ま
み
は
こ
ち
ら
の
順
番
も
、「
え
ー
と
、
え
ー
と
、
ど
う

し
よ
う
か
な
…
」
な
ど
と
考
え
る
こ
と
を
無
上
の
喜
び
と
し

て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
コ
ロ
ナ
禍
で
家
飲
み
が
主
体
と
な
る
と
な
か
な

か
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
自
宅
で
多
く
の
種
類
の
ウ
イ
ス

キ
ー
を
常
備
す
る
と
い
う
の
も
難
し
く
、
夕
食
時
に
飲
む
こ

と
に
な
る
の
で
時
間
的
制
約
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
個
性
の
強

い
も
の
を
続
け
て
飲
む
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
ど
う
し
て
も

飽
き
が
き
て
し
ま
う
た
め
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
も
の
を
求
め
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
で
も
マ
ッ
カ
ラ
ン
の

よ
う
に
万
人
受
け
す
る
も
の
も
あ
る
の
で
す
が
近
年
価
格
が

高
騰
し
、
な
か
な
か
手
が
出
ま
せ
ん
。

複
数
の
モ
ル
ト
ウ
イ
ス
キ
ー
と
グ
レ
イ
ン
ウ
イ
ス
キ
ー
を

混
合
し
て
一
定
の
風
味
を
保
つ
よ
う
に
し
て
い
る
も
の
を
ブ

レ
ン
デ
ッ
ド
ウ
イ
ス
キ
ー
と
い
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
比
較

的
ま
ろ
や
か
な
も
の
が
多
い
の
で
何
か
飲
ん
で
み
よ
う
か
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
ウ
イ
ス
キ
ー
に
は
全
く
興
味
の
な
い
妻

が
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
な
が
ら
「
バ
ラ
ン
タ
イ
ン
17
年
っ
て

お
い
し
い
の
？
」
と
尋
ね
ま
し
た
。「
そ
、
そ
れ
は
ブ
レ
ン

デ
ッ
ド
の
最
高
峰
…
」
と
言
い
な
が
ら
画
面
を
の
ぞ
く
と
、

あ
る
サ
イ
ト
で
ま
と
め
買
い
を
す
る
と
か
な
り
の
廉
価
で
販

売
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
早
速
買
い
求
め
て
も
ら
い
ま
し

た
。
し
ば
ら
く
し
て
こ
の
ウ
イ
ス
キ
ー
が
12
本
届
き
ま
し

た
。
少
し
箱
が
つ
ぶ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
全
く
気
に

し
ま
せ
ん
。
私
が
バ
ラ
ン
タ
イ
ン
の
箱
買
い
に
欣き

ん

喜き

雀じ
ゃ
く

躍や
く

し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
よ
う
は
何
で
あ

ろ
う
と
飲
み
た
い
だ
け
だ
ろ
!
」
と
い
う
ご
批
判
は
甘
ん

じ
て
お
受
し
つ
つ
、
し
ば
ら
く
は
こ
れ
で
楽
し
む
こ
と
と
い

た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
　
私
の
家
飲
み
事
情

三
宅
　
靖
（
金
沢
市
・
内
科
）

男はつらいよ50
お帰り寅さん（2019）
奥田　宏（金沢市・心療内科）

のつぶやきのつぶやきⅡⅡ映画狂映画狂
《第2回》

©	2019松竹株式会社

石川県保険医協会
ホームページ
http://ishikawahokeni.jp/
診療報酬改定、新型コロナ開業医
向け支援制度、出版物、講演会など
役立つ情報を随時更新中！

囲 碁

（解答は 3 面にあります） （解答は 3 面にあります）

黒先　（７分で二、三段以上）
〈ヒント〉 一手目が好手で無条件
 死となります。

■出題　九段　石榑郁郎

〈ヒント〉馬の活用がポイントです。
 （10分で初段）

■出題　九段　西村一義

中級編 中級編

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え3面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独□ 7 9
2 3 9
5 4 6
3 9 8

2 □ 7
7 1 2
6 8 2
4 1 3

5 3
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